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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて粱

　

横
須
賀
市
は
、
神
奈
川
県
の
南
東
、
三
浦
半
島
の
中
央
部
に
あ
り
、
東

は
東
京
湾
、
西
は
相
模
湾
に
面
し
て
い
る
。
本
校
は
、
そ
の
横
須
賀
市
の

西
部
に
位
置
し
て
い
る
。
三
浦
丘
陵
の
一
角
を
な
す
大
楠
山
を
の
ぞ
む
こ

の
地
域
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
仏
師
運
慶
に
よ
っ

て
造
立
さ
れ
た
「
木
造
阿
弥
陀
如
来
及
両
脇
侍
像
」「
木
造
不
動
明
王
・
毘

沙
門
天
立
像
」
が
安
置
さ
れ
て
い
る
浄
楽
寺
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て

い
る
。
温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
別
荘
地
と
し
て
の
人
気

も
高
い
。

　

本
校
で
は
、
３
年
前
か
ら
第
１
・
２
学
年
の
武
道
の
授
業
に
お
い
て
、

単
一
年
度
内
の
複
数
種
目
履
修
を
行
っ
て
き
た
。
本
校
の
武
道
の
授
業
の

実
践
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

複
数
種
目
授
業
の
実
践
報
告
と
課
題
①
（
柔
道
・
剣
道
）
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横
須
賀
市
で
は
、
武
道
が
中
学
校
で

必
修
と
な
る
以
前
か
ら
、
保
健
体
育
科

の
授
業
と
し
て
多
く
の
学
校
で
武
道
が

実
施
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
小
学
生
を

対
象
と
し
た
「
横
須
賀
市
児
童
相
撲
大

会
」
は
今
年
で
40
回
目
を
数
え
、
市
内

44
校
か
ら
640
名
の
参
加
を
得
て
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。
平
成
24
年
度
の
中
学

校
で
は
こ
の
武
道
館
を
柔
道
、
剣
道
、

空
手
道
の
地
域
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
毎

週
数
回
ず
つ
利
用
し
て
い
る
。
生
徒
の

中
に
は
こ
れ
ら
の
団
体
に
所
属
し
、
中

学
校
入
学
以
前
か
ら
武
道
に
親
し
ん
で

い
る
者
も
い
る
。

　

部
活
動
に
お
い
て
は
柔
道
部
が
活
動

し
て
き
た
が
、
生
徒
数
の
減
少
に
よ
る

部
員
数
減
に
よ
り
、
今
年
度
廃
部
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
中
体
連
主

催
大
会
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
生
徒
に

は
、
そ
の
出
場
の
機
会
を
保
障
し
て
い

る
。
剣
道
部
は
こ
れ
ま
で
設
置
さ
れ
て

い
な
い
が
、
柔
道
と
同
様
に
大
会
参
加

に
つ
い
て
は
そ
の
機
会
を
保
障
し
て
い

る
。

　

授
業
の
教
具
と
し
て
の
武
道
用
具
に

関
し
て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
武
道

の
必
修
化
に
向
け
て
横
須
賀
市
で
予
算

が
組
ま
れ
、
各
校
武
道
用
具
の
充
実
が

図
ら
れ
た
。
本
校
で
も
こ
れ
を
利
用

し
、
複
数
年
か
け
て
生
徒
40
名
分
の
柔

道
着
と
剣
道
具
（
防
具
一
式
と
竹
刀
）

を
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
保
健
体
育
科
教
員
は
神
奈
川

県
や
横
須
賀
市
が
開
催
す
る
武
道
指
導

法
の
研
修
会
や
実
技
講
習
会
を
受
講

し
、
武
道
の
授
業
に
お
い
て
安
全
で
効

校
学
習
指
導
要
領
全
面
実
施
以
前
か

ら
、
武
道
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
た
と
言
え
る
。

　

必
修
化
に
向
け
た
取
組
と
し
て
は
、

各
中
学
校
に
お
け
る
武
道
の
授
業
が
安

全
か
つ
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
保

健
体
育
科
教
員
に
対
す
る
研
修
会
や
講

習
会
の
開
催
、
専
門
的
な
知
識
と
技
能

を
身
に
付
け
た
指
導
者
を
派
遣
し
、
安

全
な
指
導
の
徹
底
を
図
る
「
学
校
体
育

実
技
指
導
協
力
者
派
遣
事
業
」
等
が
行

わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
平
成
22
・
23
年

度
に
は
「
中
学
校
保
健
体
育
科
指
導
実
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⑴
単
一
年
度
内
の
複
数
種
目
履
修
に

　
至
る
ま
で

　

本
校
は
、昭
和
22
年（
１
９
４
７
年
）

の
開
校
か
ら
、
今
年
で
68
年
目
を
む
か

え
た
。
近
年
は
徐
々
に
生
徒
数
が
減

少
し
、
現
在
は
全
校
生
徒
数
233
人
（
第

１
学
年
：
男
子
34
名
・
女
子
42
名
・
計

76
名
、
第
２
学
年
：
男
子
38
名
・
女
子

34
名
・
計
72
名
、
第
３
学
年
：
男
子
37

名
・
女
子
48
名
・
計
85
名
）、
学
級
数

８
学
級
（
第
１
学
年
：
２
学
級
、
第
２

学
年
：
２
学
級
、
第
３
学
年
：
３
学
級
、

特
別
支
援
学
級
：
１
学
級
）
の
小
規
模

な
中
学
校
で
あ
る
。
教
職
員
数
は
30
名

で
、
保
健
体
育
科
教
員
は
男
女
各
１
名

で
日
々
の
授
業
を
指
導
し
て
い
る
。

　

本
校
で
は
、
平
成
２
年
（
１
９
９
０

年
）
に
２
階
建
て
の
武
道
館
（
１
階
は

剣
道
場
、
２
階
は
柔
道
場
）
が
敷
地
内

に
落
成
さ
れ
た
。
横
須
賀
市
で
は
、
公

立
学
校
の
体
育
施
設
を
地
域
の
団
体
に

開
放
す
る
事
業
（
学
校
体
育
施
設
開
放

奨
励
事
業
）
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本

践
推
進
支
援
事
業
」
と
し
て
、
柔
道
・

剣
道
用
具
の
購
入
等
の
条
件
整
備
が
推

進
さ
れ
る
よ
う
予
算
化
さ
れ
、
各
校
に

教
材
費
と
し
て
配
当
さ
れ
た
。

　

施
設
・
設
備
の
面
で
は
、
市
内
公
立

中
学
校
23
校
中
18
校
に
お
い
て
「
武
道

館
」
の
設
置
が
済
ん
で
い
る
。

　

平
成
26
年
度
の
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
市
内
公
立
中
学
校
の
保
健
体
育
科

教
員
65
名
中
、「
柔
道
」
の
有
段
者
数

は
34
名
（
52
・
３
％
）、
同
じ
く
「
剣

道
」
は
８
名
（
12
・
３
％
）、「
相
撲
」

は
１
名
（
１
・
５
％
）
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
市
内
公
立
中
学
校
23
校
中
、「
柔

道
」
の
授
業
の
み
を
計
画
し
て
い
る
学

校
が
８
校
（
34
・
８
％
）、「
剣
道
」
の

授
業
の
み
を
計
画
し
て
い
る
学
校
が
１

校
（
４
・
３
％
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

14
校
（
60
・
９
％
）
に
お
い
て
、
３
年

間
で
「
柔
道
」「
剣
道
」
の
２
種
目
を

履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
計
画

さ
れ
、
さ
ら
に
、
そ
の
う
ち
の
４
校
に

つ
い
て
は
、
単
一
年
度
内
に
こ
の
２
種

目
を
履
修
す
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い

た
。

果
的
な
指
導
に
つ
い
て
の
研
修
を
積
ん

だ
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
の
実
態
や
生
徒
の

実
態
、
武
道
を
と
り
ま
く
環
境
等
を
踏

ま
え
、
継
続
的
に
保
健
体
育
科
の
年
間

指
導
計
画
を
見
直
す
中
で
、
現
在
の
よ

う
な
実
践
に
行
き
つ
い
た
。

柔道授業の様子（約束練習）
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方
、
進
退
動
作
、
崩
し
と
体
さ
ば
き
、

受
け
身
）」、「
基
本
と
な
る
技
」
の
う

ち
の
「
固
め
技
（
抑
え
込
み
の
条
件
を

満
た
し
て
相
手
を
抑
え
る
こ
と
、
け
さ

固
め
、
横
四
方
固
め
、
上
四
方
固
め
）」

を
中
心
に
指
導
す
る
よ
う
に
計
画
し

た
。「
投
げ
技
」
は
体
落
と
し
、膝
車
、

支
え
釣
り
込
み
足
を
取
り
上
げ
、
か
か

り
練
習
を
通
し
て
技
の
形
を
正
し
く
行

え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
ま
で
を
指
導
す

る
こ
と
と
し
た
。
攻
防
の
展
開
で
は
、

固
め
技
を
用
い
た
簡
単
な
ル
ー
ル
の
試

合
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

◎
剣
道

「
礼
法
」、「
相
手
の
動
き
に
応
じ
た
基

本
動
作
（
中
段
の
構
え
、
間
を
保
つ
た

め
の
足
さ
ば
き
、
正
面
打
ち
、
左
右
面

打
ち
、
胴
打
ち
、
小
手
打
ち
な
ど
の
基

本
打
突
）」
を
中
心
に
指
導
す
る
こ
と

と
し
た
。
ま
た
打
突
の
指
導
は
、
素
振

り
、
空
間
打
突
、
竹
刀
を
使
っ
た
打
突

練
習
ま
で
と
し
、
防
具
を
身
に
付
け
ず

に
練
習
を
行
え
る
よ
う
工
夫
し
た
。

〈
第
２
学
年
〉

◎
柔
道

　

第
１
学
年
に
行
っ
た
学
習
の
復
習
を

し
、
特
に
安
全
面
に
留
意
し
な
が
ら
指

導
を
進
め
、
投
げ
技
の
基
本
と
な
る
技

を
用
い
て
、
相
手
と
の
動
き
の
中
で
、

相
手
を
崩
し
て
自
由
に
技
を
か
け
る
こ

と
（
自
由
練
習
）
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
目
標
に
計
画
し
た
。

◎
剣
道

「
防
具
の
着
用
の
し
か
た
」、「
基
本
打

突
と
そ
の
受
け
方
」、「
し
か
け
技
の
基

本
と
な
る
技
（
小
手
︱
面
、
面
︱
胴
な

ど
の
二
段
の
技
、
引
き
面
や
引
き
同
な

ど
の
引
き
技
）」、「
応
じ
技
の
基
本
と

な
る
技
（
面
抜
き
胴
、
小
手
抜
き
面
な

ど
の
抜
き
技
）」
を
取
り
扱
い
、
自
由

練
習
の
延
長
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
基
本

と
な
る
技
を
用
い
た
簡
単
な
試
合
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
計
画

し
た
。

〈
第
３
学
年
〉

「
球
技
」
と
「
武
道
」
か
ら
１
領
域
を

選
択
し
て
履
修
で
き
る
よ
う
に
計
画
し

た
。
ま
た
、
武
道
履
修
希
望
生
徒
を
対

象
に
希
望
す
る
種
目
を
調
査
し
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
生
徒
の
希
望
に
沿
っ
た

選
択
履
修
と
な
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

⑷
成
果
と
課
題

　

平
成
25
年
度
か
ら
こ
の
よ
う
な
計
画

柔道授業の様子（自由練習１） 剣道授業の様子（礼法の確認）

⑵
授
業
計
画
及
び
指
導
形
態
に
つ
い
て

　

本
校
の
保
健
体
育
の
授
業
は
、
各
学

年
と
も
年
間
を
通
し
て
２
ク
ラ
ス
を
２

名
の
教
員
で
指
導
す
る
体
制
を
と
っ
て

い
る
。
第
３
学
年
の
１
ク
ラ
ス
の
み
単

独
学
級
で
の
授
業
と
な
る
が
、
教
員
は

他
と
同
様
に
２
名
で
指
導
し
て
い
る
。

　

基
本
的
に
は
男
女
共
習
で
行
っ
て
い

る
が
、
取
り
扱
う
領
域
や
内
容
に
応
じ

て
部
分
的
に
別
習
を
取
り
入
れ
る
な
ど

の
工
夫
を
し
て
い
る
。
本
年
度
の
武
道

の
授
業
計
画
で
は
男
女
別
習
と
し
、
２

ク
ラ
ス
を
男
女
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を

各
１
名
の
教
員
で
指
導
す
る
こ
と
と
し

た
。

⑶
単
元
指
導
計
画
の
概
要

　

武
道
の
取
扱
時
間
数
に
つ
い
て
は
、

第
１
学
年
・
第
２
学
年
と
も
に
各
10
時

間
を
配
当
し
、
柔
道
・
剣
道
そ
れ
ぞ
れ

各
５
時
間
ず
つ
の
計
画
と
し
た
。

〈
第
１
学
年
〉

◎
柔
道

「
礼
法
（
相
手
を
尊
重
し
、
伝
統
的
な

行
動
の
仕
方
を
守
ろ
う
と
す
る
こ
と
、

伝
統
的
な
考
え
方
）」、「
相
手
の
動
き

に
応
じ
た
基
本
動
作
（
姿
勢
と
組
み

月 章 単元計画

計画

観点

評    価    計    画

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識･理解

25％ 25％ 25％ 25％

４

体つくり運動
新体力テスト
体育理論
（保）心身の機能の
　　　発達と心の健康

（保）心身の機能の
　　　発達と心の健康

（保）心身の機能の
　　　発達と心の健康

（保）心身の機能の
　　　発達と心の健康

（保）心身の機能の
　　　発達と心の健康

（保）心身の機能の
　　　発達と心の健康

器械運動（マット運動）

水泳
陸上競技（短距離走・リレー）

体つくり運動
体育理論

陸上競技（長距離走）

6 
3 
1 
2 

8 
4 

6 
6 
3 

6 
1 
8 

8 
2 

☆授業記録
☆学習カード
☆ワークシート(保健) 
☆授業中の発言

・学習カード
・発言

・授業記録

・小テスト

５

６
  前期中間テスト 実施せず

・学習カード
・発言

・技能テスト
・記録

・小テスト

７

夏

８
９   前期期末テスト

・学習カード
・発言

・授業記録
・記録

・小テスト

10

10
武道（柔道・剣道）

ダンス

10

3

10

10

8

・学習カード
・発言

・技能テスト

・授業記録

・小テスト

11

12
  後期中間テスト 実施せず

・学習カード
・発言

・技能テスト

・授業記録 ・小テスト

冬

１

２  後期期末テスト
・学習カード
・発言

・技能小テスト
・授業記録

・小テスト

３

前期
  57時間
後期
  48時間

合計時間数

（ﾃｽﾄ４）

評　定　基　準
(各観点の総合計に
対する目標到達度)

評　価　基　準
(各観点の総得点に対する目標到達度)

５･･ １４点～１６点
４･･ １０点～１３点
３･･   ７点～  ９点
２･･   ４点～  ６点
１･･   ０点～  ３点

Ａ○ 基準９０％以上
Ａ 基準８０％以上

Ｃ○ 基準４５％未満
Ｃ 基準３０％未満

Ａ○ 基準９０％以上
Ａ 基準８０％以上

Ｃ○ 基準４５％未満
Ｃ 基準３０％未満

Ａ○ 基準９０％以上
Ａ 基準８０％以上

Ｃ○ 基準４５％未満
Ｃ 基準３０％未満

Ａ○ 基準９０％以上
Ａ 基準８０％以上

Ｃ○ 基準４５％未満
Ｃ 基準３０％未満

平成27年度（2015年度）

第１学年保健体育科

教科年間指導計画及び評価計画

○その単元で重点をおく項目
☆継続的に指導・評価する項目

指導教諭　中島志、関亜矢子

学
　
　
期

前
　
　
　
　
　
　
　
期

後
　
　
　
　
　
　
　
期

比率

球技Ⅰ（ソフトボール）

球技Ⅱ（バレーボール）

105時間

(保)ワークシート

(保)ワークシート

(保)ワークシート

(保)ワークシート

(保)ワークシート

(・技能テスト) 
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月 章 単元計画

計画

観点

評    価    計    画

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識･理解

25％ 25％ 25％ 25％

４

５

６

７

夏

８
９

10

10

11

12

冬

１

２

３

前期
  57時間
後期
  48時間

合計時間数

（ﾃｽﾄ４）

評　定　基　準
(各観点の総合計に
対する目標到達度)

評　価　基　準
(各観点の総得点に対する目標到達度)

５･･ １４点～１６点
４･･ １０点～１３点
３･･   ７点～  ９点
２･･   ４点～  ６点
１･･   ０点～  ３点

Ａ○ 基準９０％以上
Ａ 基準８０％以上

Ｃ○ 基準４５％未満
Ｃ 基準３０％未満

Ａ○ 基準９０％以上
Ａ 基準８０％以上

Ｃ○ 基準４５％未満
Ｃ 基準３０％未満

Ａ○ 基準９０％以上
Ａ 基準８０％以上

Ｃ○ 基準４５％未満
Ｃ 基準３０％未満

Ａ○ 基準９０％以上
Ａ 基準８０％以上

Ｃ○ 基準４５％未満
Ｃ 基準３０％未満

平成27年度（2015年度）

第２学年保健体育科

教科年間指導計画及び評価計画

○その単元で重点をおく項目
☆継続的に指導・評価する項目

指導教諭　中島志、関亜矢子

学
　
　
期

前
　
　
　
　
　
　
　
期

後
　
　
　
　
　
　
　
期

比率

105時間

体つくり運動
新体力テスト
体育理論
（保）健康と環境

（保）健康と環境

（保）健康と環境

（保）健康と環境

球技Ⅰ
ハンドボール
バスケットボール

器械運動・陸上競技
水泳

体つくり運動
体育理論

陸上競技・器械運動

（保）傷害の防止

（保）傷害の防止

（保）傷害の防止

（保）傷害の防止

3
3
1
2

10

3

16
5

6
1
2

16

2

☆授業記録
☆学習カード
☆ワークシート（保健）
☆授業中の発言

・学習カード
・発言

（保）ワークシート

（保）ワークシート

（保）ワークシート

（保）ワークシート

（保）ワークシート

・授業記録
（・技能テスト）

・小テスト

  前期中間テスト 実施せず
・学習カード
・発言

・技能テスト
・記録

・小テスト

  前期期末テスト
・学習カード
・発言

・授業記録
・記録

・小テスト

陸上競技・器械運動

体育理論

球技Ⅲ

体育理論

6

3

16

1
1

16

1

4

・学習カード
・発言

・技能テスト

・授業記録

・小テスト

  後期中間テスト 実施せず

・学習カード
・発言

・技能テスト

・授業記録 ・小テスト

 後期期末テスト

(走り高跳び・跳び箱運動)

(走り高跳び・跳び箱運動)

武道(柔道･剣道)・ダンス

武道(柔道･剣道)・ダンス

球技Ⅱ(ソフトボール) 

月 章 単元計画

計画

観点

評    価    計    画

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識･理解

25％ 25％ 25％ 25％

４

５

６

７

夏

８
９

10

10

11

12

冬

１

２

３

前期
  60時間
後期
  45時間

合計時間数

（ﾃｽﾄ４）

評　定　基　準
(各観点の総合計に
対する目標到達度)

評　価　基　準
(各観点の総得点に対する目標到達度)

５･･ １４点～１６点
４･･ １０点～１３点
３･･   ７点～  ９点
２･･   ４点～  ６点
１･･   ０点～  ３点

Ａ○ 基準９０％以上
Ａ 基準８０％以上

Ｃ○ 基準４５％未満
Ｃ 基準３０％未満

Ａ○ 基準９０％以上
Ａ 基準８０％以上

Ｃ○ 基準４５％未満
Ｃ 基準３０％未満

Ａ○ 基準９０％以上
Ａ 基準８０％以上

Ｃ○ 基準４５％未満
Ｃ 基準３０％未満

Ａ○ 基準９０％以上
Ａ 基準８０％以上

Ｃ○ 基準４５％未満
Ｃ 基準３０％未満

平成27年度（2015年度）

第３学年保健体育科

教科年間指導計画及び評価計画

○その単元で重点をおく項目
☆継続的に指導・評価する項目

指導教諭　中島志、関亜矢子

学
　
　
期

前
　
　
　
　
　
　
　
期

後
　
　
　
　
　
　
　
期

比率

105時間

体つくり運動
新体力テスト
体育理論

武道
球技Ⅰ
ハンドボール
バスケットボール

器械運動・陸上競技

体つくり運動

体育理論

陸上競技・ダンス
（長距離走）

3
3
1
2

12

3

12

3

3

1
3

6

3

☆授業記録
☆学習カード

☆授業中の発言

・学習カード
・発言

（保）ワークシート

（保）ワークシート

（保）ワークシート

（保）ワークシート

（保）ワークシート

・授業記録

・小テスト

  前期中間テスト

・学習カード
・発言

・技能テスト
・記録

・小テスト

  前期期末テスト

・学習カード
・発言

・授業記録
・記録

・小テスト

武道

球技Ⅱ

体育理論

球技Ⅲ

バドミントン・サッカー

6

3

8

16

1

1

16

2

・学習カード
・発言

・技能テスト

・授業記録

・小テスト

  後期中間テスト

・学習カード
・発言

・技能テスト

・授業記録 ・小テスト

 後期期末テスト

(保)健康な生活と病気の予防

(保)健康な生活と病気の予防

(保)健康な生活と病気の予防

(保)健康な生活と病気の予防

(保)健康な生活と病気の予防

(保)健康な生活と病気の予防

☆ワークシート(保健) 

(ソフトボール・バレー) 

(・技能テスト) 
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に
基
づ
い
て
指
導
し
て
き
た
が
、
成
果

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
点
と
、
今
後
さ
ら

に
検
討
や
改
善
を
要
す
る
課
題
点
に
つ

い
て
以
下
に
示
し
た
。

ア　

成
果

　

単
一
年
度
内
に
２
種
目
を
履
修
す
る

計
画
で
は
、
１
つ
の
種
目
の
学
習
か
ら

あ
ま
り
間
を
空
け
ず
に
、
次
の
種
目
の

学
習
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
２

種
目
を
関
連
付
け
て
指
導
す
る
こ
と
が

比
較
的
容
易
で
あ
る
（
仮
に
１
年
次
に

柔
道
、
２
年
次
に
剣
道
を
履
修
さ
せ
た

場
合
、
年
間
指
導
計
画
の
立
て
方
に
よ

っ
て
は
１
年
以
上
の
期
間
が
空
い
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
１
年
次
の
学

び
を
２
年
次
に
生
か
し
づ
ら
い
）。

　

例
え
ば
、「
態
度
」
や
「
知
識
」
の

指
導
内
容
で
あ
る
「
伝
統
的
な
行
動
の

仕
方
、
考
え
方
」
に
お
い
て
は
、
両
種

目
を
比
較
し
な
が
ら
指
導
す
る
こ
と

で
、
生
徒
の
理
解
が
よ
り
深
ま
り
、
効

果
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
学
習
評

価
の
過
程
で
実
感
で
き
た
。

　

ま
た
、
運
動
が
苦
手
な
生
徒
は
、
武

道
の
学
習
に
対
し
て
不
安
（
特
に
柔
道

の
学
習
に
お
い
て
、
投
げ
ら
れ
た
時
に

ケ
ガ
を
し
な
い
か
ど
う
か
な
ど
）
を
抱

き
や
す
い
傾
向
が
見
ら
れ
、
武
道
に
対

す
る
興
味
や
関
心
が
薄
い
。
し
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
の
特
性
を
考
慮
し
指

導
す
る
こ
と
で
、
そ
の
興
味
や
関
心
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
柔
道
の
学

習
に
対
し
て
不
安
を
持
っ
て
い
た
生
徒

も
、
並
行
し
て
学
習
す
る
剣
道
に
お
い

て
は
比
較
的
安
心
し
て
学
習
活
動
に
参

加
し
、
自
己
の
課
題
を
見
付
け
、
そ
れ

に
応
じ
た
取
り
組
み
方
を
工
夫
す
る
な

か
で
武
道
の
学
習
に
対
す
る
意
欲
が
高

ま
り
、
次
年
度
の
学
習
で
は
両
種
目
と

も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た

例
も
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

イ　

課
題

　

前
述
し
た
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
実
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、「
１
種
目
に

配
当
す
る
授
業
時
数
」
に
つ
い
て
は
、

今
後
さ
ら
に
検
証
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

保
健
体
育
科
の
年
間
指
導
計
画
を
作

成
す
る
上
で
、
年
間
105
時
間
の
単
位
時

間
数
を
ど
の
領
域
に
ど
の
よ
う
に
配
当

す
る
か
、
特
に
第
１
・
２
学
年
の
体
育

分
野
に
お
い
て
は
す
べ
て
の
領
域
が
必

修
で
あ
り
、
配
当
す
る
単
位
時
間
数
が

学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
「
体

つ
く
り
運
動
」「
体
育
理
論
」
以
外
の

領
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
何
時
間

を
充
て
る
の
か
、
お
そ
ら
く
各
校
で
も

工
夫
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
本
校
で
も
、
年
間
の
指
導
を
振
り

返
り
、
ま
た
生
徒
の
実
態
等
を
考
慮

し
、
毎
年
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

学
習
指
導
要
領
の
解
説
で
は
、
武
道

の
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
「
武
道

は
、
相
手
と
直
接
的
に
攻
防
す
る
と
い

う
運
動
の
特
性
や
、
中
学
校
で
初
め
て

経
験
す
る
運
動
種
目
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
各
学
年
と
も
そ
の
種
目
の
習
熟

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
適
切
な
授

業
時
数
を
配
当
し
、
効
果
的
、
継
続
的

な
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

今
年
度
の
本
校
の
計
画
で
は
、
第
１
・

２
学
年
の
武
道
の
授
業
時
数
を
10
時
間

と
し
、
１
種
目
５
時
間
と
い
う
授
業
時

数
だ
っ
た
の
だ
が
、
各
種
目
の
習
熟
を

図
る
た
め
に
適
切
な
時
数
で
あ
っ
た
か

の
か
ど
う
か
、
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
、
各
校
の
様
々
な
実
践
例
と
比

較
し
た
り
、
生
徒
の
意
識
調
査
を
実
施

し
て
そ
の
結
果
を
活
用
す
る
な
ど
し
て

改
善
に
取
り
組
み
、
よ
り
良
い
武
道
の

授
業
実
践
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

剣道授業の様子（基本打突） 柔道授業の様子（自由練習２）

　

２
０
１
２
年
か
ら
武
道
が
必
修
化
と
な
っ
た
。
周
知

の
通
り
武
道
と
り
わ
け「
柔
道
」に
関
す
る
重
大
事
故
の

危
険
性
が
学
会
報
告
や
マ
ス
コ
ミ
報
道
等
に
よ
っ
て
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
こ
れ
ま

で
の
柔
道
事
故
に
関
わ
る
縦
断
的
な
デ
ー
タ
や
、
他
の

運
動
種
目
と
の
比
較
に
よ
る
横
断
的
な
デ
ー
タ
が
エ
ビ

デ
ン
ス
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の

は
、
障
害
事
故
及
び
死
亡
事
故
の
発
生
件
数
の
多
さ
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
授
業
中
で
は
な
く

部
活
動
中
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
学
校
管
理
下

で
起
こ
っ
た
事
故
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
し
、

授
業
に
お
い
て
も
起
こ
る
可
能
性
は
否
め
な
い
。

　

文
部
科
学
省
の
報
告（
２
０
１
５
年
）に
よ
る
と
、
全

国
で
64
・
４
％
の
中
学
校
が「
柔
道
」を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
日
本
武
道
館
や
全
日
本
柔

道
連
盟
及
び
講
道
館
は
、
全
国
指
導
者
研
修
会
の
開
催

や
指
導
書
の
作
成
な
ど
を
通
し
て
、
安
全
性
に
重
点
を

置
い
た
学
習
指
導
の
充
実
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
ま

た
、
学
会
レ
ベ
ル
で
も
、
安
全
性
に
配
慮
し
た
受
け
身

の
習
得
方
法
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
場
所
で
必
修
化
に
伴
っ
た
安
全
性
の
確
保
と
学

習
指
導
の
充
実
に
向
け
た
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
学
校
現
場
の
教
員
で
組
織
す
る
体
育
研
究

会
や
教
育
行
政
を
統
括
す
る
教
育
委
員
会
に
お
い
て

は
、
先
行
し
て
い
る
事
故
の
危
険
性
に
伴
う
負
の
イ
メ

ー
ジ
に
よ
り
、
生
徒
一
人
一
人
が
本
来
の
柔
道
の
特
性

を
味
わ
え
な
い
ま
ま
授
業
が
消
化
的
に
展
開
さ
れ
て
い

る
実
態
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
事
故

の
危
険
性
の
他
に
、
柔
道
を
専
門
と
す
る
体
育
教
員
が

少
な
い
こ
と
や
、
他
の
運
動
領
域
と
は
異
な
り
格
闘
形

式
で
展
開
さ
れ
る
固
有
の
種
目
特
性
が
内
包
さ
れ
て
い

る
。

　

私
は
、
今
年
の
９
月
ま
で
中
学
校
の
教
員
と
し
て
勤

め
て
き
た（
注
）。
武
道
が
完
全
実
施
と
な
る
前
年
度
の

２
０
１
１
年
に
柔
道
を
初
め
て
学
習
す
る
生
徒
を
対
象

と
し
て
、
単
元
を
通
し
た
学
習
意
欲
の
変
容
を
学
術
的

に
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
客
観
的
評
価
尺
度
を
用
い

た
比
較
か
ら
意
欲
的
側
面
に
お
い
て
有
意
に
高
ま
る
傾

向
が
認
め
ら
れ
、
実
態
に
応
じ
て
作
成
し
た
主
観
的
評

価
に
よ
る
比
較
か
ら
も
興
味
が
有
意
に
高
ま
る
傾
向
が

鹿児島県
　鹿児島市

武
道
必
修
化
の
現
状
と

課
題

国
立
大
学
法
人
鹿
児
島
大
学

学
術
研
究
院

與よ

儀ぎ　

幸ゆ
き

朝と
も

認
め
ら
れ
た
。
生
徒
の
感
想
か
ら
は
「
は
じ
ま
る
前
は

痛
そ
う
と
か
、
怖
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
終
わ
っ
て
み

る
と
球
技
や
そ
の
他
の
単
元
と
は
異
な
る
特
有
の
動
き

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
楽
し
か
っ
た
」や
、

「
礼
儀
作
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
今
後

の
役
に
立
つ
」
と
い
っ
た
記
述
が
多
く
み
ら
れ
た
こ
と

は
、
個
々
の
生
徒
が
柔
道
の
特
性
を
味
わ
い
、
基
本
的

な
技
能
や
礼
法
な
ど
を
体
得
す
る
こ
と
が
如
何
に
重
要

で
あ
る
か
と
い
う
有
用
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

今
後
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
お
い
て
、
柔
道
を

含
む
武
道
の
必
要
性
に
疑
念
が
抱
か
れ
る
こ
と
な
く
、

永
続
的
に
教
科
の
必
修
領
域
と
し
て
後
世
に
継
承
し
て

い
く
た
め
に
は
、
武
道
の
特
性
を
味
わ
う
こ
と
に
よ
っ

て
生
徒
が
体
得
す
る
教
育
効
果
と
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に

つ
い
て
検
証
し
、
そ
の
有
用
性
を
多
方
面
か
ら
明
ら
か

に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。今
年
度
、日�

本
学
術
振
興
会
か
ら
「
柔
道
授
業
に
お
け
る
安
全
性
の

確
保
と
種
目
特
性
を
味
わ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
」

と
い
う
研
究
課
題
で
助
成
を
受
け
て
い
る
。

　

学
校
現
場
の
元
教
員
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
生
徒
が

実
践
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
の
意
義
や
心
の
変
化
を
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
に
検
証
し
、
そ
の
成
果
と
課
題
を
発
信
す
る

こ
と
で
各
学
校
に
お
け
る
授
業
の
さ
ら
な
る
充
実
に
寄

与
し
て
い
き
た
い
。

（
注
）�

琉
球
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
な
ど
沖
縄
県

で
中
学
校
の
保
健
体
育
科
教
員
と
し
て
20
年
間

勤
務
。
10
月
よ
り
現
職
。


